
12
月
２
日
我
孫
子
市
議
会

は
、
12
月
議
会
の
初
日
に
議

員
定
数
を
24
人
か
ら
21
人
に

す
る
こ
と
を
強
行
採
決
し
た
。

９
月
議
会
で
は
、
水
道
料

金
を
来
年
４
月
か
ら
３
～
４

割
の
大
幅
値
上
げ
を
決
め
、

自
転
車
駐
輪
料
金
も
平
均
20

％
の
値
上
げ
を
決
め
た
ば
か

り
だ
。
市
内
の
使
用
料
金
も

次
々
と
上
げ
、
か
く
も
議
会

と
は
市
民
の
暮
ら
し
を
ひ
ど

く
す
る
こ
と
だ
け
な
の
か
。

諸
物
価
が
上
が
っ
て
い
る

な
か
、
国
が
具
体
的
な
対
策

を
示
せ
な
い
時
、
せ
め
て
地

方
自
治
体
が
防
波
堤
に
な
っ

て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
時

に
２
年
間
も
議
員
定
数
問
題

で
時
間
を
費
や
し
て
い
る
場

合
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

本
会
議
で
は
質
疑
討
論
が

行
わ
れ
た
が
、
反
対
討
論
を

し
た
日
本
共
産
党
市
議
団
の

２
人
と
他
３
人
の
５
人
の
み

の
反
対
、
18
人
の
賛
成
で
採

決
の
結
果
削
減
が
決
ま
っ
た
。

同
時
に
反
対
の
請
願
・
陳

情
は
「
み
な
し
不
採
択
」
と

な
り
議
案
と
し
て
扱
わ
れ
な

か
っ
た
。

問
題
点
の
第
１
は
、
市
の

財
政
が
厳
し
い
と
い
う
が
３

人
減
ら
し
て
も
全
予
算
の
０
・

０
５
％
に
も
な
ら
な
い
。
そ

れ
よ
り
も
公
共
工
事
の
代
金

が
世
間
一
般
よ
り
も
高
額
で

あ
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
入
札
も
数
社
に
し
、
厳

し
い
チ
ェ
ッ

ク
を
す
れ

ば
か
な
り

捻
出
で
き

る
と
聞
い

て
い
る
。
又
、
議
員
は
二
元

制
の
代
表
者
で
も
あ
り
、
財

政
が
厳
し
い
か
ら
と
い
っ
て

簡
単
に
削
減
で
き
る
性
格
の

も
の
で
は
な
い
。

第
２
に
公
聴
会
で
は
、
賛

成
２
人
、
反
対
７
人
で
あ
っ

た
。
反
対
意
見
は
、
全
員
が

我
孫
子
市
政
に
真
摯
に
向
き

合
い
、
削
減
理
由
の
合
理
性

が
な
く
現
状
の
市
政
が
局
面

し
て
い
る
諸
問
題
の
解
決
に

逆
行
す
る
、
と
懸
念
す
る
意

見
が
多
く
見
ら
れ
た
。
賛
成

意
見
の
中
に
は
市
民
に
対
し

て
議
員
の
声
が
届
き
に
く
く

な
る
の
で
、
Ｉ
Ｔ
等
の
活
用

を
す
べ
き
と
、
削
減
す
れ
ば

市
民
が
市
政
か
ら
遠
ざ
か
る

こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
本
会
議
に

お
け
る
一
議
員
の
賛
成
討
論

と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
。

第
３
に
、
重
大
な
こ
と
は

今
回
の
定
数
削
減
問
題
に
つ

い
て
ど
れ
だ
け
の
市
民
が
内

容
を
知
っ
て
い
た
の
か
で
あ

る
。
広
報
の
「
議
会
だ
よ
り
」

に
２
回
出

さ
れ
て
い

た
が
、
詳

細
が
全
く

示
さ
れ
て

い
な
い
。

公
聴
会
か
ら
の
流
れ
を
見
れ

ば
議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹

を
な
す
議
員
定
数
に
関
す
る

こ
と
を
、
市
民
の
意
見
を
聞

か
ず
一
部
の
思
惑
で
進
め
ら

れ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
様
な
や
り
方
は
ま
す
ま

す
市
民
か
ら
市
政
と
議
員
活

動
と
を
遠
ざ
け
る
結
果
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。

２
０
２
７
年
11
月
に
行
わ

れ
る
次
期
市
議
会
議
員
選
挙

日
ま
で
に
元
に
戻
し
、
一
層

市
行
政
へ
の
市
民
一
人
ひ
と

り
の
参
加
で
よ
り
良
い
市
政

発
展
を
め
ざ
し
た
い
。

（
し
ら
か
ば
編
集
部
）
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日本共産党我孫子南地域後援会
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南地域後援会は本町・寿・緑・若松・栄・白山・船戸・新田がエリア

先
日
冬
晴
れ
の
も
と
、
し
ら
か
ば

後
援
会
主
催
の
「
取
手
宿
散
策
」
に

参
加
し
た
。
ど
の
場
所
も
整
備
が
行

き
届
き
、
民
家
な
ど
も
歴
史
的
建
造

物
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
た
▼
私
の
住

ん
で
い
る
我
孫
子
市
は
ど
う
か
と
考

え
て
み
た
。
大
光
寺
か
ら
旧
鈴
木
屋

近
辺
が
旧
水
戸
街
道
我
孫
子
宿
の
中

心
地
で
あ
っ
た
▼
我
孫
子
宿
本
陣
は

柱
一
本
に
「
我
孫
子
宿
本
陣
跡
」
の

案
内
板
が
あ
る
の
み
、
向
い
側
の
茅

葺
屋
根
の
個
人
宅
は
案
内
板
も
な
く

「
我
孫
子
宿
名
主
脇
本
陣
邸
」
だ
っ

わ
き
ほ
ん
じ
ん

た
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
▼

市
内
に
は
歴
史
を
経
た
神
社
仏
閣
も

多
く
あ
る
が
観
光
案
内
か
ら
抜
け
て

い
る
所
が
あ
る
▼
「
北
の
鎌
倉
」
と

は
名
ば
か
り
で
あ
り
「
ハ
ケ
の
道
」

は
デ
コ
ボ
コ
道
で
散
策
に
は
適
さ
な

い
あ
り
様
で
あ
る
。
何
度
か
市
に
直

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
カ
ラ
ー

歩
道
に
と
提
案
も
し
て
い
る
▼
市
内

に
は
太
古
の
遺
跡
も
多
く
、
武
家
社

会
か
ら
近
代
・
現
代
に
至
る
多
く
の

貴
重
な
史
跡
や
物
品
も
遺
さ
れ
て
お

り
こ
れ
ら
は
重
要
な
観
光
資
源
と
も

い
え
る
も
の
で
あ
る
▼
そ
こ
で
提
案

し
た
い
。
市
内
の
公
的
施
設
で
使
わ

れ
て
い
な
い
建
物
を
活
用
し
て
「
民

俗
資
料
館
」
を
設
立
し
て
も
ら
い
た

い
。
市
と
市
民
が
協
同
す
れ
ば
出
来

な
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。（

Ｎ
）

オ
オ
バ
ン
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日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９９０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

▼アビスタ２階第２和室

（手賀沼公園内）

▼12月14日(日)14:00から

主催: 日本共産党我孫子

南地域後援会

市政を語る会・総会のお知らせ

当日は市政報告の後、総会を予定

しています。

国政・市政・暮らしの事など自由

に話せる場にしますのでこぞって

参加下さい。

議
会
初
日
に
議
員
定
数

削
減
を
強
行
採
決

日
本
共
産
党
市
議
団

が
反
対
を
主
張

財
源
の
問
題
と
議
員

定
数
は
別
問
題

公
聴
会
で
は
議
員
定
数

削
減
反
対
が
多
数

市
民
の
知
ら
ぬ
間
に
決

め
て
い
い
問
題
か
？

11
月

16
日
、
久
し
ぶ
り

の
「
秋
の
散
策
」
は
利
根
川

を
超
え
て
、
旧
水
戸
街
道
沿

い
の
旧
取
手
宿
と
、
そ
の
周

辺
に
あ
る
長
禅
寺
な
ど
の
文

化
財
を
散
策
し
ま
し
た
。

旧
取
手
宿
本
陣
染
野
家
住

そ
め
の

宅
で
は
、
沢
山
の
部
屋
と
造

り
。
手
入
れ
が
行
き
届
い
た

庭
な
ど
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

利

根

川

対

岸

を

渡

る

「
小
堀
の
渡
し
」
は
船
の
出

お
お
ほ
り

航
時
間
が
合
わ
ず
断
念
。

そ
れ
で
も
散
策
途
中
に
あ

る
奈
良
漬
店
で
は
試
食
に
舌

つ
づ
み
。
ま
た
11
月
末
で
閉

店
す
る
洋
服
店
や
道
沿
い
に

あ
っ
た
「
自
由
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
」
で
掘
り
出
し
物
を

発
見
し
て
大
喜
び
の
参
加
者

も
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
散

策
で
し
た
。

（
緑

Ｓ
）

日

帰

り

散

策

報

告
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今
回
は
「
南
青
山
」
を
巡
り

ま
す
。

南
青
山
は
青
山
の
旧
水
戸
街

道
沿
い
の
集
落
の
南
側
と
、
字

西
台
、
字
東
台
の
丘
陵
地
に
挟

ま
れ
た
ほ
ぼ
低
地
で
「
ズ
ボ
ン
」

の
様
な
形
状
を
し
た
地
域
で
す
。

こ
の
辺
り
は
元
々
は
農
地
で
開

発
当
時
は
、
休
耕
田
が
多
か
っ

た
様
で
す
。

特
に
旧
水
戸
街
道
沿
い
の
青

山
と
の
境
界
線
は
「
ジ
グ
ザ
グ
」

で
青
山
の
集
落
の
古
く
か
ら
続

く
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

南
青
山
は
昭
和
55
年
、
都
市

計
画
区
域
区
分
に
よ
り
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
区
画
整
理

事
業
に
着
手
し
、
昭
和
62
年
に

起
工
式
が
行
わ
れ
、
予
定
よ
り

５
年
遅
れ
の
平
成
10
年
に
完
了

し
ま
し
た
。

「
青
山
台
入
口
交
差
点
」
か
ら

旧
水
戸
街
道
を
進
み
ま
す
。
街

道
を
東
に
入
る
と
坂
東
バ
ス
の

「
南
青
山
循
環
」
が
通
る
バ
ス

通
り
で
す
。
こ
の
バ
ス
通
り
を

東
に
歩
き
ま
す
。
南
側
の
丘
を

見
な
が
ら
通
り
を
進
み
、
南
に

入
る
と
「
西
屋
敷
公
園
」
、
北

に
入
る
と
「
東
屋
敷
公
園
」
が

あ
り
ま
す
。

バ
ス
通
り
は
常
磐
線
に
沿
っ

て
南
に
向
か
い
ま
す
。
西
に
入

る
と
「
堂
下
公
園
」
で
す
。
こ

の
３
つ
の
公
園
名
は
字
名
で
昔

の
名
残
で
す
。
堂
下
公
園
の
先

を
進
む
と
「
字
東
台
」
の
崖
下

で
ハ
ケ
の
道
が
見
ら
れ
ま
す
。

戻
り
、
南
に
進
む
と
「
日
の

出
通
り
」
に
突
き
当
た
り
ま
す
。

（
栄

関
口
）

参
考
文
献
「
我
孫
子
の
地
名
と

歴
史
」

その８９

南青山の街並み

堂下公園

Ｎ

旧水戸街道

青山台入口

「南青山西」バス停

6号線

日の出通り

ハケの道

堂下公園★

東屋敷公園

東屋敷公園★

西屋敷公園

常磐線

ハケの道★バス通り★

南青山

青山

青山台1

青山台2

43
―
10
（
よ
ん
さ
ん
と
う
）

の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
昼
間
の
特
急

が
な
く
な
っ
た
常
磐
線
で
す
が
、

寝
台
特
急
「
ゆ
う
づ
る
」
は
一

往
復
増
え
て
二
往
復
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
一
往
復
増
の
た
め
に
充

て
ら
れ
た
車
両
は
、
ダ
イ
ヤ
改

正
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
か
ら
電

車
特
急
に
替
わ
っ
た
「
は
つ
か

り
」
と
同
じ
新
型
車
両
（
５
８

３
系
）
で
し
た
。
と
い
っ
て
も

「
ゆ
う
づ
る
」
か
ら
寝
台
車
が

な
く
な
っ
た
訳
で
は
な
く
、
一

編
成

13
両
の
う
ち
、
１
等
車

（
現
グ
リ
ー
ン
車
）
と
食
堂
車

以
外
の
11
両
は
全
て
２
等
寝
台

車
（
現
Ｂ
寝
台
車
＝
普
通
車
の

寝
台
車
）
で
、
寝
台
専
用
と
も

い
え
る
列
車
で
し
た
。

新
型
車
両
は
昼
間
は
特
急

「
は
つ
か
り
」
の
座
席
車
と
し

て
使
わ
れ
ま
す
が
、
夜
は
寝
台

を
セ
ッ
ト
し
て
寝
台
特
急
「
ゆ

う
づ
る
」
と
、
既
に
東
北
本
線

経
由
で
運
転
し
て
い
る
「
は
く

つ
る
」
（
こ
ち
ら
は
ブ
ル
ー
ト

レ
イ
ン
か
ら
電
車
特
急
に
置
き

替
え
）
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の

で
、
以
前
流
行
語
に
も
な
っ
た

「
二
刀
流
」
（
平
成
の
流
行
語

で
は
「
24
時
間
戦
え
ま
す
か
」
）

と
も
い
え
る
「
昼
夜
兼
行
形
」

で
、
世
界
に
も
類
を
見
な
い
車

両
で
し
た
。

特
に
寝
台
車
で
は
、
従
来
の

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
に
比
べ
て
寝

台
幅
は
上
・
中
段
で
約
20
㌢
広

い
70
㌢
。
下
段
に
つ
い
て
は
1

等
寝
台
車
（
現
Ａ
寝
台
車
＝
グ

リ
ー
ン
車
）
と
殆
ど
同
じ
約
１

０
０
㌢
と
広
く
、
こ
れ
ま
で
の

２
等
寝
台
車
の
概
念
を
壊
す
画

期
的
と
も
い
え
る
快
作
で
し
た
。

ダ
イ
ヤ
改
正
以
後
、
寝
台
特

急
「
ゆ
う
づ
る
」
は
電
車
（
５

８
３
系
）
と
客
車
（
ブ
ル
ー
ト

レ
イ
ン
）
の
二
本
立
て
で
運
転

さ
れ
ま
し
た
。
電
車
は
ス
ピ
ー

ド
が
優
れ
た
特
性
を
活
か
し
て

北
海
道
連
絡
を
目
的
に
。
客
車

は
首
都
圏
対
東
北
北
部
（
岩
手
・

青
森
）
を
目
的
に
。
そ
れ
ぞ
れ

役
割
を
分
担
し
て
、
常
磐
線
の

寝
台
特
急
と
し
て
の
地
位
を
築

い
た
の
で
し
た
。

（
次
号
へ
続
く
）
（
緑

竹
内
）

58

「
パ
ン
ジ
ー
」

若
松
・
高
橋
祥
子

583系寝台特急「ゆうづる」

583系車内（２等寝台車）583系車内（２等座席車）

印
西
市
に
あ
り
ま
す
結
縁
寺
（
け

つ
え
ん
じ
）
。
本
堂
に
は
国
指
定
重

要
文
化
財
「
銅
造
不
動
明
王
立
像
」

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
右
手
に
宝

剣
、
左
手
に
羂
索
（
け
ん
さ
く
）
を

持
ち
、
両
目
を
強
く
見
開
き
上
下
の

牙
で
唇
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

像
高
は
47
㌢
の
小
像
で
す
が
、
裳

に
「
嘉
元
元
年
（
１
３
０
３
年
）

癸
卯
九
月
十
五
日
願
主
権
律
師
瀧
尊
」

と
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

真
言
宗
豊
山
派
の
結
縁
寺
は
「
お

不
動
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
、
毎
年
９

月
28
日
に
御
開
帳
さ
れ
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ア
ク
セ
ス
―
成
田
線
木
下
駅
南
口

ふ
れ
あ
い
バ
ス
中
ル
ー
ト
・
高
花

団
地
入
口
下
車
徒
歩
５
～
７
分

３９


